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第 4章 新エネルギー等に関する町民意識 
町民の新エネルギー等に関するアンケート結果として、以下のような特徴が挙げられ

る。 
 地球温暖化およびエネルギー問題への関心は、全体の 91%と高く、ほとんどの人

が日本のエネルギー現状について不安に思っている。 

 ニセコ町として、地球温暖化問題や新エネルギー導入に向けて取組むことにつ

いては、回答した町民のほぼ全てから支持されている。 

 新エネルギーのなかでも、太陽光･熱利用、雪氷熱利用、風力発電、廃棄物利用

に関心が高い。 

 「ニセコ町での導入に適した新エネルギー」として町民がイメージを持ってい

るのは、雪氷熱利用が最も多く、またマイクロ水力発電も上位にある。これは

本町の自然的特性を反映しているものといえる。 

 ニセコ町に導入する新エネルギーの活用法としては、住宅利用への期待が高く、

続いて、学校や観光･文化･福祉施設への利用である。 

 新エネルギー導入を進めるためには、町民の地球温暖化対策への意識向上が必

要と考えられている。次いで、補助制度の充実や公共施設･機関での導入実施が

不可欠としている。 

 全体の 90%以上で、家庭にも新エネルギーを導入したい意向があるが、トータル

コストが既存設備よりも同程度以下の条件付きである。 

 家庭に導入したい新エネルギーとしては、太陽熱･光利用が大半で、次いで風力

発電である。 

 

 

 

4.1 調査目的 
本ビジョン策定の参考とすることを目的として、ニセコ町住民を対象に、地球温

暖化問題への認識、家庭レベルでの省エネ取組み状況、新エネルギー導入に関する

意向等についてアンケート調査を行った。調査票については、参考資料５（資料編

43 頁）に掲載した。 

 

4.2 調査方法 
住民基本台帳から無作為に抽出した一般 400 世帯にアンケート協力を求めた。実

施期間は平成 15年 10 月 20 日から 10月 27 日であり、郵送による配布を行った。最

終的な有効回収数は 158 世帯で、回収率は 39.5％となった。 

 

4.3 調査結果 

4.3.1 回答者属性 
アンケートで得られた回答者の属性について、比率にて示す。 

年齢構成としては、10代を除いてひととおりの世代から回答が得られた。 

職業としては、主に会社員、主婦、無職で多いが、概ね全ての職種から回答が得

られた。 

住居形式としては、戸建てが 70％以上を占めており、ニセコ町の実態に近いもの

と考えられる。 

居住地区としては、市街地域が多く、これも実態に近いものと考えられる。 
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回答者年齢構成

40代
23%50代

18%

60代
20%

70代以
上
13%

10代
0%

20代
18%

30代
8%

70代以上
13%

回答者職業

主婦
24%

学生
1%

無職
20%

その他
1%

ｱﾙﾊﾞｲﾄ
6%

農林漁業
8%

商工
ｻｰﾋﾞｽ業

12%

会社員等
28%

住居形式

戸建て

71%

集合住宅
25%

その他

4%

居住地区

南西部
8%

北部
23%

市街地域
60%

東部
9%

市街地域

北部
(曽我,ニセコ方面)

南西部
(西富,福井方面)

東部
(近藤方面)

 
図 4-3-1 回答者の属性別比率 



 44

4.3.2 地球温暖化・新エネルギー問題全般について 
地球温暖化・新エネルギー問題全般に関する回答について示す。 

地球温暖化およびエネルギー問題への関心は、全体の 91％と高く、日本のエネル

ギー現状について不安に思っているのがほとんどである。 

地球温暖化問題については、84％が認識しており、二酸化炭素削減への行動に対

する認識も同じような割合であることがわかる。 

 

まったく
関心がない

0%

非常に関心
がある
20%

ある程度
関心がある

71%

あまり関心
がない
9%

非常に関心がある

ある程度関心がある

あまり関心がない

まったく関心がない

問１　あなたは地球温暖化・エネルギー問題に
関心がありますか。

知っていた
84%

知らな
かった
16%

知っていた

知らなかった

問３　エネルギー問題と二酸化炭素などの温室効果ガスに
よる地球温暖化問題は密接な関係があります。あなたはこ
のことをご存じでしたか。

11%

51%

37%

1%

社会経済の全体を通じて
徹底した省エネ・新エネ行
動の推進
省エネ・新エネのための技
術開発の推進と製品の導
入・普及
わからない

その他

問４　あなたは、二酸化炭素の排出量を削減するために、
どのようなエネルギー対策が必要だとお考えですか。

非常に不安
32%

ある程度
不安
63%

全く
感じない

0%

あまり
感じない

5%

非常に不安を感じている

ある程度不安

あまり不安

まったく不安を感じていない

問２　日本はエネルギーの約8割を輸入し、更にエネルギー
全体のうち5割以上が石油で、そのほとんどを輸入していま
す。あなたは、輸入に依存していることについて不安を感じ
ますか。

 
図 4-3-2(1) 地球温暖化・新エネルギー問題全般に関する回答 

 

 

を感じていない 
を感じている 
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年代別に回答の分布をみても、いずれの年代でも問題意識は高く、特に 30～50 歳

代で高い傾向がみられる。 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上 非常に関心がある

ある程度関心がある

あまり関心がない

まったく関心がない

(無回答)

 
 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上 非常に不安を感じている

ある程度不安

あまり不安

まったく不安を感じていない

(無回答)

 
 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上
知っていた

知らなかった

(無回答)

 
 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上 社会経済の全体を通じて
徹底した省エネ・新エネ行
動の推進
省エネ・新エネのための技
術開発の推進と製品の導
入・普及
わからない

その他

 
図 4-3-2(2) 地球温暖化・新エネルギー問題全般に関する年代別回答 

問２ あなたは、(日本が消費するエネルギーのほとんどを)輸入に依存していること

について不安を感じますか。 

問１ あなたは地球温暖化・エネルギー問題に関心がありますか。

問４ あなたは、二酸化炭素の排出量を削減するために、どのようなエネルギー対策

が必要だとお考えですか。 

問３ エネルギー問題と二酸化炭素などの温室効果ガスによる地球温暖化問題は密接

な関係があります。あなたはこのことをご存じでしたか。 

わからない
 
その他 

わからない
 
その他 
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ニセコ町として、地球温暖化問題や新エネルギー導入に向けて取組むべきとの意

見は 90%を超えており、かなり高い支持が得られるものと考えられる。 

 

取り組ま
なくてよい

1%

取り組むべき

取り組まなくてよい
取り組むべき

99%

問５　ニセコ町としても、地球温暖化問題や新エネルギーの
導入に取り組むべきだと思いますか。

 
図 4-3-3 ニセコ町としての取組みについて 
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4.3.3 家庭での省エネルギーへの取組みについて 
家庭における省エネルギーへの実際の取組み実態としては、ごみ分別の徹底が最

も多く、次いで、燃料消費に関わる項目の取組みと、待機電力を配慮した取組みが

多く行われている。 

 

76

65

50

49

32

28

24

19

19

11

7

4

3

2

98

0 20 40 60 80 100

ごみをていねいに分別する

冷暖房はこまめに切り替え、
不必要なつけっぱなしはしない

風呂の残り湯を洗濯に使う

車の空ぶかしやエンジンの
かけっぱなしをしない

テレビなどは、使わないときに主電源を

切ったり、コンセントからプラグを抜く

入浴は、間隔をおかずに入るようにし、

シャワーはお湯を流しっぱなしにしない

買い物には、買い物かご（袋）を持っていく

電気、ガス、石油機器などを買う時は、

省エネルギータイプのものを選ぶ

冷蔵庫は、季節ごとの温度調整や、

ものの詰め込み過ぎに気を付ける

照明は、省電力タイプのものを使用する

より低燃費の車に買い換える

むやみに車を使わない

その他

太陽エネルギー利用等の

新エネルギー機器を導入する

窓に断熱フィルムや遮光フィルムを貼る

[選択数]

問６　地球温暖化対策としては、産業における省エネルギーへの取り組みに加え、一般家庭における
省エネルギーへの取り組みも必要だと言われています。現状で、あなたのご家庭ではどのような省エ
ネルギーへの取り組みをされていますか(３つ以内選択)。

 
図 4-3-4 家庭での省エネルギー対策 
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4.3.4 新エネルギー導入について 
太陽光･熱利用、雪氷熱利用、風力発電、廃棄物利用に関心が高い。 

実際にニセコ町に導入をするものとしては、上記の関心が高いものの中でも雪氷

熱利用が最も多く、マイクロ水力発電に関心が高いなど、ニセコ町の自然的特性を

反映していると思われる。 

0

5

6

8

18

23

25

29

40

42

48

55

56

57

0 10 20 30 40 50 60

その他

特になし

温度差エネルギー

天然ガスコージェネレーション

燃料電池

マイクロ水力発電

クリーンエネルギー自動車

バイオマスエネルギー

廃棄物燃料製造

廃棄物発電・熱利用

風力発電

雪氷熱利用

太陽光発電

太陽熱利用

[選択数]

問７　あなたは、どのような新エネルギーに関心がありますか(３つ以内)。添付資料「地球温暖化と
新エネルギー」を参考にして下さい。

 
図 4-3-5 新エネルギーへの関心 
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3

4

8

9
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21

32

41

42

43

44

46

103

0 20 40 60 80 100 120

その他

天然ガスコージェネレーション

特になし

温度差エネルギー

燃料電池

クリーンエネルギー自動車

風力発電

バイオマスエネルギー

廃棄物燃料製造

太陽熱利用

廃棄物発電・熱利用

マイクロ水力発電

太陽光発電

雪氷熱利用

[選択数]

問８　あなたは、ニセコ町で導入に適した新エネルギーはどれだと思いますか(３つ以内)。添付資料
「地球温暖化と新エネルギー」を参考にして下さい。

 
図 4-3-6 ニセコ町に適した新エネルギーのイメージ 
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新エネルギーに期待するものとしては、環境面へのメリットと代替エネルギー資

源としての期待が高い。 

問９　あなたは、新エネルギーにどの様なことを期待しますか(３つ以内)。

1

3

40

42

45

54

61

68

98

0 20 40 60 80 100

特になし

その他

農業・林業の振興や地域の活性化につながる

森林資源や家畜糞尿の有効利用ができる

新エネ導入により石油・石炭等資源が温存できる

将来の子供たちに貴重な贈り物になる

太陽・風力エネルギーなどは尽きることがない

国内で出来る自前のエネルギー

温暖化,大気汚染などに影響を与えずクリーン

[選択数]

 
図 4-3-7 新エネルギーへの期待 

 

ニセコ町に導入する新エネルギーの活用方法としては、住宅利用への期待が高く、

学校や観光･文化･福祉施設への利用がこれに次いでいる。 

1

3

13

20

30

53

63

64

76

95

0 20 40 60 80 100

その他

特になし

観光スポットとして活用

発電した電力を販売し収益を得るために活用

児童･市民向けの社会（エネルギー）教育に活用

畜舎の冷暖房や農作物の冷蔵用に利用

観光･文化･福祉施設等の電気･給湯に利用

道路防犯灯や地域防災用の非常電源として活用

学校の電気や給湯、融雪の温水として活用

住宅用（個人住宅・集合住宅）電気･給湯に利用

[選択数]

問１０　ニセコ町内に新エネルギーを導入する場合、そのエネルギーはどのように活用したら良いと
思いますか(３つ以内)。

 
図 4-3-8 ニセコ町導入新エネルギーの活用イメージ 

わからない 
 
その他
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新エネルギー導入を進めるための取組みかたとしては、まずは町民の地球温暖化

対策への意識向上が挙げられており、回答者個人の認識では 90％以上で認識されて

いるにも関わらず、周りをみると温暖化対策への問題意識が足りないといった雰囲

気がある。次いで、補助制度の充実や公共施設・機関での導入実施が不可欠である

とされた。 

2

2

35

61

71

75

109

0 20 40 60 80 100 120

特になし

その他

新エネ導入に関しての手引書の整備･提供を行う

地球温暖化対策への行動指針や目標を設定する

新エネ導入に対する補助制度を拡充する

公共交通機関･施設への新エネを積極的に導入

地球温暖化対策への町民の意識を高める

[選択数]

問１１　新エネルギーの導入を進めるために、どのような取り組みをして行くのが良いと思いますか
(３つ以内)。

 
図 4-3-9 新エネルギー導入にあたっての取組み方イメージ 

 

4.3.5 家庭での新エネルギー導入について 
ニセコ町としては、新エネルギー導入を支持する回答が多かったが、家庭レベル

での新エネルギー導入の意向については以下のようになった。 

わずかに 2 件であるが、新エネルギー導入の実績がみられた。内訳としては、太

陽熱温水器と太陽光発電が各 1件である。 

ある
3%

ない
93%

分からない
4%

ある

ない

分からない

問１２　現在、ご家庭で導入している新エネルギー設備が
ありますか。

 
図 4-3-10 新エネルギー導入実績 
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家庭での新エネルギー導入については、肯定的な意見が 91％であるが、このうち

90％は「トータルコストが同程度以下」ならばの条件付きでの意向である。 

導入したい場合の新エネルギーとしては、太陽熱･光利用のものが大半で、次いで

風力発電である。 

 

導入したい
とは思わな

い
9%

価格による
67%

思う
24%

思う

価格による

導入したいとは思わない

導入したいとは
思わない　9%

問１４　今後、ご家庭で、新エネルギー設備を導入したいと
思いますか。

 
図 4-3-11 家庭への新エネルギー導入の意向 

2倍以上も
0%

1.5倍程度
なら
10%

同程度なら
61%

割安なら
29%

2倍以上でも導入・利用

1.5倍程度なら導入・利用

同程度なら導入・利用

割安なら導入・利用

問１５　（問１４）で「思う」、「価格による」
と答えた方で、ご家庭に新エネルーを導
入・利用すると想定した場合、トータルコ
ストに対するお考えに最も近いものはど
れですか。
トータルコストが既存設備よりも…

 
図 4-3-12 家庭への新エネルギー導入にあたってのコスト条件 

その他
3%

太陽熱
温水器
31%

太陽光発電
37%

風力発電
29%

太陽熱温水器

太陽光発電

風力発電

その他

問１５(続き)　導入・利用したい新エネルギーをお知らせ下さい。

 
図 4-3-13 家庭に導入したい新エネルギー 

 

その他の自由意見については、参考資料６（資料編 49 頁）にまとめた。 


